
1346 CHEMOTHERAPY OCT. 1974
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(主任 : 黒川一男教授)

Cephapirinは,下 図 に 示 す とお り,Cephalosporin誘

導 体 で,化 学 的 性 質,薬 理 作 用,安 全 性 に つ い て はす で

に 報 告 さ れ て い る。 今 回,泌 尿 器 科 領 域 に おけ る各 種 感

染 症 に使 用 す る機 会 を えた の で,そ の 成 績 を 報 告 す る。

臨 床 成 績

対 象疾患 は 泌尿 器科感染症29例 で,急 性尿道淋12

例,急 性非淋菌性尿 道炎5例,急 性腎孟腎 炎5例,慢 性

膀 胱炎3例,急 性 副睾丸 炎,膀 胱周 囲膿瘍,尿 道周囲膿

瘍,尿 管切石術後 に合併 した術創感染 の各1例 であ る。

投 与方法は急性尿道 淋,非 淋菌性尿道炎 には1g,1

日1回 筋 注法を,そ の他 は1～2g,1日2回(朝,夕)

静 注法 とした。

投与 日数 は2～8日 で,投 与総量 は2～32gで あつ

た。

効果表示法は尿所 見お よび臨床症 状がすみやかに消失

もしくは改善 した ものを著効,い ず れか1方 が消失 した

ものを有効,そ の他 の場合 を無 効 とした。

急性 尿道淋は感染か ら来院 までの 日数は検討 していな

いが,12例 中著効8例,有 効1例,無 効3例 であつ

た。

著 効例は薬剤投与後,排 尿痛 は1～3日,膿 汁分泌は

1～5日,膿 汁中淋菌は1～4日 で 消失 してい る。

有 効の1例 は膿汁分泌,膿 汁中淋菌 は2～3日 で消失

したが排 尿痛,外 尿道 口発赤が残存 したので6日 目か ら

Kanamycin 1g注 に変更 した。

無効2例 は投与 後5日 目で も淋菌 をみ とめ た の で

Kanamycin 1g注 に変更 し治 癒 した(Table1)。

非淋菌性尿道 炎は5例 中,著 効2例,有 効3例 で有効

率 は100%で,4例 に起炎菌 としてStaphylococcusが 検

Table 1 Acute gonococcal urethritis
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出され た(Table2)。

急性腎孟腎炎 の5例 はいず れ も泌尿器科的手術施 行後

に併発 した症例 で,4例 に解熱をみたが,尿 所見 を追 求

しえた4例 中改善 をみ た ものは1例 だけで あつた。

慢性膀胱炎 は3例 とも経 尿道 的前立腺切除術後 に,留

置 カテーテルを抜去 してか らの もので,著 効1例,有 効

1例,無 効1例 で あつ たが,無 効 例には残尿が50mlみ

とめ られた(Table3)。

その他の感染症4例 の うち,急 性 副睾丸 炎は著効,膀

胱 周囲膿瘍 は膀胱全剔除術兼S字 腸代用膀胱 尿道形成術

を施行 した症例で,代 用膀胱周 囲に膿瘍 を 形成 し た が

Cephapirin投 与に よ りすみやかに解熱 し,局 所 の圧痛

お よび膿 瘍 も消失 した症例で ある。

尿道 周囲膿瘍は解熱をみたがPseud. aeruginosaは 消失

せずColistinに 変更 した。術創感染 は3日 目に局所 症

状 も消失 した著効例であつた(Table4)。

考 案

Penicillinと 同 じよ うなbactericidal activityを もち

Penicillinaseに 対 して もactiveで あ り,し か も広範 囲

スペ ク トル を示すCephalosporin系 薬剤は現在広 く臨床

的に使用 され ている。

しか し,こ れ らの薬剤 のなか には腎毒 性,静 脉炎,塞

栓症 な どの副作用がみ とめ られ る もの もあ り,こ の欠点

をお ぎな う薬剤 の開発が のぞ まれ ていた。

Cephapirinは この要求をみたす 薬剤 として 開発 され

た もので,抗 菌 力はグラム陰性桿菌 にはCETと ほぼ同

等 か,あ るいはい くぶ ん弱 いが,ブ ドウ球菌 には よ り強

い感受性 を示す とされ ている。

われわれ の臨床成績 ではN.gonorrhoeae 12例 中9例,

Staphylococcus 4例 中4例,E.coli 1例 中1例,Klebsiella 

2例 中1例,Proteus 2例 中2例 に著効 ない し有効 であ

つたが,Pseudomoms 1例,Cloaca 2例 には無効 であつた。

しか し,細 菌学 的には菌の陰性化がみ とめ られ なかつ

た無効例 のなか に,臨 床的には解熱,Leucocytoseの 改

善な どをみ とめ た ものがあ るいつぼ う,菌 の消失,減 少

に比 して尿中 白血球 の消退 が遅延 す るものもみ とめ られ

た。

急性 淋菌尿道炎 につ い て は,米 国 の臨床例 では1回

4g投 与で有効40% ,無 効60%と 報告 され ているが,

われわれ の12症 例 では1日1回1g,1～7日 間 の投与

で有効75%,無 効25%の 結果 をえたが,Kanamycin 

1gの 同様な投与に くらべ ると 臨床効果がやや遅延す る

よ うに感 じ られ た。

副作用 は29例 中,1例 に食欲不振,1例 にBUNの

一過性 の上 昇がみ られたが
,い ずれ も投 与中止に よ りす

みやか に改善 され た。

筋注 による局所 痛のため投与 を中止す る症例や,静 注

で悪心,胸 部不快感 を うつたえ るもの もなかつた。

結 語

1)　 Cephapirinの 臨床成績 は,急 性尿道淋12例 中

著 効8例,有 効1例(有 効率75%),非 淋菌性尿道炎

5例 中著効2例,有 効3例(100%),急 性腎孟腎炎5

例 中著効1例,有 効3例(80%),慢 性膀胱炎3例 中

著効1例,有 効1例(66.7%),そ の他の感染症4例

中著 効3例,有 効1例(100%)の 結果 をえた。

2)　 副作用 は29例 中,食 欲不振,BUNの 一過性 の

上昇 をおのおの1例 み とめ た だ け で,静 注に よる不快

感,筋 注 によ る局所 痛 も特記すべ き ものはなかつた。

Table 2 Non-gonococcal urethritis



1348 CHEMOTHERAPY OCT. 1974



VOL. 22 NO.8 CHEMOTHERAPY 1349
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UROGENITAL TRACT INFECTIONS

AKIO IMAGAWA, NOBIJO FUJIMURA and ISAO OGAWA 

Department of Urology, Tokushima University, School of Medicine 
(Director : Prof. K. KUROKAWA)

Clinical studies were made on cephapirin in 29 patients of urogenital tract infections. 
As the results, good response was obtained in 9 of 12 cases with acute gonococcal urethritis, in all of 

5 cases with simple acute urethritis, in 4 of 5 cases with acute pyelonephritis, in 2 of 3 cases with chronic 
cystitis, and in each one case with pericystitis, periurethritis, acute epididimitis and wound infection 
following ureterlithotomy.

As for the side effects with the drug, anorexia was observed in one patient and increase of BUN level 
in another.


